
  
 
 
 
 
 
 
 
 

経験を生かす 

                                                         校長  矢島  直行 

 

 色鮮やかな紫陽花が咲く季節となりました。早いもので、昨年６月に学校が再開してから１年がたちま

す。今まで当たり前のようにできていた教育活動が中止や変更となるなど、子供たちにとって制約のある

教育活動でしたが、安全を第一として努めてきました。 

このような厳しい中において諦めるのではなく、今できることを工夫しながら取り組んでいくことが大

切です。今できることの取り組みとして、オンラインの活用があります。例えば、全校朝会や児童集会、

社会科見学等です。工夫して取り組んだ経験を生かしながら、子供たちにとって充実した学校となるよう

に努めてまいります。 

さて、先日学校では２年生から４年生が遠足に行ってきました。この時期に行く遠足は、進級して新し

いクラスや学年の友達と仲良くなる機会づくりとなります。これまでは、「みん友遠足」として、電車を

利用していました。昨年度は中止になりましたが、今回は遠足の目的を踏まえ、感染対策を考えながら学

年ごとに石神井公園に行くことになりました。ここにも今できることの取り組みを見ることができます。 

２年生から４年生まで、日にちと活動内容が学年によって違いますが、出発する前、子供たちに、「楽

しい遠足にしましょう。そのためには安全が大切です。そして約束を守ることも大切です。」と話をしま

した。歩くときの姿勢やマナーなど、楽しむためには守らなければならないことがあります。子供たちは

しっかり守ることができました。 

２年生は１年間の経験を感じることができました。３年生、４年生も大きく成長した姿を見ることがで

きました。一日一日の積み重ね経験が、いかに大切であるかを感じることができました。 

学年によっては、出発式や帰校式の司会を実行委員会が中心となって行いました。このような経験は次

に生かされることと思います。コロナ禍で様々な制限がある中においても、友達と一緒に遊んでいる子供

たちは、笑顔がいっぱいでした。楽しい思い出となったことでしょう。１年生の遠足は延期となりました

が、１年生も安全に気を付けながら、楽しい遠足となることを願っています。 

これからいろいろな教育活動が行われます。子供たちが学校で安全に楽しく過ごすために教職員は努め

てまいりますが、ＰＴＡと保護者の皆様、地域の皆様のご協力が必要となります。保護者と地域の方々、

学校が一丸となって「チーム光和」としてこの状況を乗り越え、子供たちが安全で楽しく学校生活を送る

ことができるように努めていきます。 

今後とも保護者と地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。  
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